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包括支援センターだより
ふるさと歴史散歩
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「元気で長生きの秘けつ」
�量と栄養バランスを保つ食生活、適度な運動などを行うこと
�地域活動（能力を生かしてボランティア活動・次世代への貢献など）や趣味、仕事などの「生きが
い」を持ち、さまざまな形で社会と関わりつながり、イキイキとした生活を送ること
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下見の日は雨模様でしたが、乗用車２台に分乗して味酒公民館へ。館長さん
からは、立派な館内の説明と共に、傘を片手に周辺の案内もしていただき、郷
土を知ってもらいたいという熱意を感じた。
第１７回松前っ子道中が、平成１５年１０月１８日（土）に、まさき城下町の松山移住４００
年を記念して実施された。松前史談２０号は、「松前町２丁目３丁目と埋めつくす
御用商人の家、豊前屋（後藤家）・廉屋（栗田家）・八蔵屋（曽我部家）などの
豪邸の規模を知ってまず驚く。『松前引け』の寺院の数の多さにも。城下町移動
のスケールの大きさに息を呑んだ」と報告している。同月２２日（水）付愛媛新聞
が、「勝山への城下移動４００年ぶりに再現」「松前町の子どもら６０人が“おたたさ

ふん

ん”や加藤嘉明などに扮して松山市松前町を歩く」「子孫とも交流」などと写真
つき大見出しで報じている。
現在の松前町は、愛媛新聞（当時は伊予新報）の裏を南端・１丁目として子
規の三津口句碑が建つ松山市保険センター前の５丁目まで続くが、往時は、南
松前・松前半・中松前・北松前の各町となっていた。妙有寺・大法寺・三津口
の公儀番所の大きな敷地に突き当たり、街は少し短かったようである。石手川
の支流である御手洗川が大法寺川・宮前川と名を変えて三津港に注ぎ、港から
の物資が大法寺川沿いの大三島宮近くで陸揚げされるルートになっていた。古
町３６町の中核である。続きは次号。
９月１２日（土）のふるさと歴史散歩は、「明和水論の犠牲者・義民窪田兵衛門ゆ
かりの地」を訪ねる。８時３０分に松前庁舎前駐車場集合。自家用車に乗り合わ
せて移動。 問 松前史談会（鷲野）�９８４－５４３９

松松山山市市松松前前町町をを訪訪ねねるる
（松前史談会レポート）
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▲城下の表玄関三津へ通じる三
津口。「三津口を又一人行く袷
哉」子規

▲味酒から松山城を望む

▲阿沼美神社
松山城築城のとき山頂からご
遷座。城下を代表する神社の
１つ
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